
 

調査方法 

● 調査票タイトル：「災害時における支援物資の輸送と備蓄に関するアンケート」 

● 調査方法：全国の市町村（特別区も含む）自治体の首長宛に郵送で調査協力の依頼を行い、

回答をインターネットの質問票で回収 

● 実施機関：日本大学商学部 秋川卓也 研究室 

● 実施期間：2017年 08月 1日～27日 

● 有効サンプル数 487（回答率 28.0％） 

 

 

 

災害時における支援物資の輸送と備蓄に関するアンケート
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地震

津波

風水害

雪害

火山噴火

熱波・渇水

大規模火災

原子力発電所事故による放射能汚染

工場事故による化学災害

その他

特になし

[Q1]貴自治体において優先的に防災対応すべきと考える災害は何ですか。

当てはまる選択肢をすべて選んでください。特になければ「特になし」を選んでください。（複数回答）

(n=487)

すでに策定済み

で、定期的に更新し

ている

87.7%

すでに策定済みである

が、更新はしていない

11.5%

現在、策定

中

0.4%

策定を

検討中

0.4%

策定の予定はない

0.0%

[Q2]貴自治体では、地域防災計画を策定していますか。

当てはまる選択肢を1つだけ選んでください。

(n=487)



 

 

すでに策定済

みで、定期的

に更新している

51.8%

すでに策定済みである

が、更新はしていない

22.2%

現在、策定中

2.9%

策定を検

討中

18.8%

策定の予定はない

4.3%

[Q3]貴自治体の地域防災計画には、支援物資関連の活動に関する計画が策定されていますか。

当てはまる選択肢を1つだけ選んでください。

(n=483)

一緒に協議しなが

ら計画を策定した

14.2%

協議はしなかったが、意

見は聴取した

16.9%
協力していない

61.6%

その他

7.3%

[Q4]策定の際は、民間の物流専門業者と協力はしましたか。

当てはまる選択肢を1つだけ選んでください。

(n=372)



 

 

 

すでに策定済みで、定

期的に更新している

10.5%
すでに策定済みである

が、更新はしていない

8.0%

現在、策定中

5.5%

策定を検討中

53.4%

策定の予定

はない

22.6%

[Q5]貴自治体では、災害時の支援物資関連活動に関する詳細なマニュアルや規約が策定されていま

すか。

当てはまる選択肢を1つだけ選んでください。

(n=487)

想定がない

23.6%

想定がある

76.4%

[Q6]貴自治体における災害の想定避難者数は最大何人ですか。

想定がない場合は「想定がない」をお選びください。

※わからない場合はおおよその数でお答えください。

(n=483)

想定避難者の平均数

19,500人

[Q7]災害時に災害対策本部で支援物資の活動に従事する予定の職員は何人ですか。「専任」と「兼任」を別々にお答え

ください。決まっていない場合は両方の回答欄に「0」を記入してください。

（※ 「専任」は支援物資の活動だけを担当することを、「兼任」はそれ以外の活動を同時に担当することを意味します。）

(n=487) 専任の平均 2.83 人

兼任の平均 7.68 人
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

備蓄や外部調達による十分な量の支援物資の確保

被災者に対する支援物資の適時適切な提供

物資拠点から避難所までの輸送経路の確保

物資拠点の設営および運営

被災者からの物資ニーズの収集

支援物資関連の情報管理

都道府県が市町村の要請を待たずに物資を送り込む支援（いわゆるプッ

シュ型支援）への受入れ対応

[Q8]想定される最大規模の災害発生を仮定して、現在の貴自治体の準備内容で、

以下の事項がどの程度達成できるとお考えですか。

該当する選択肢を選んでください。

(n=487)

十分に達成可能 大部分で達成可能 部分的に達成可能

必要であるが、達成不可能 必要と考えていない 判断できない



 

17.2 

4.3 

9.7 

11.3 

24.4 

7.2 

13.1 

43.1 

4.7 

3.3 

63.0 

63.2 

49.9 

41.9 

8.4 

50.5 

24.4 

11.7 

6.0 

10.9 
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16.6 
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18.1 

12.5 
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24.0 

22.0 

23.0 

22.4 

26.1 

19.9 

18.3 

16.2 

17.9 

13.8 

8.4 

8.4 

10.9 

15.2 

24.4 

10.5 

18.3 

20.3 

25.3 

31.4 

35.9 

38.2 

37.8 

23.2 

32.4 

31.0 

16.2 

28.3 

28.0 

8.4 

8.8 

14.2 

15.6 

31.4 

10.9 

22.8 

28.3 

39.8 
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1.0 

0.0 

0.0 
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0.2 
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0.2 

0.0 

0.0 
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0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.2 

0.0 

0.2 

0.2 

0.4 

15.4 

32.4 

21.8 

18.9 

11.7 

27.7 

26.7 

9.0 

41.1 

51.6 

8.4 

3.9 

9.4 

10.3 

26.7 
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15.0 

25.3 

23.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

災害発生からの業務体制確立までの手順とタイムスケジュール

都道府県が市町村の要請を待たずに物資を送り込む支援（いわゆるプッ

シュ型支援）の行動手順

避難所に物資を届ける基本的な手順のフロー図（流れ図）

要請受付、物資調整、物流調達、車両手配等の業務手順

庁舎が被災しても、管理業務を継続可能とする事前計画

必要な帳票類（輸送指示票、在庫管理票、ニーズ調査票等）の統一様式

物資品目分類表

関係者の緊急連絡先のリスト

被災状況の水準に応じて必要な支援物資の推計量

（ないしはその推計方法）

物資に貼付されるラベルの様式

災害状況に応じて関係者が本部に参集するルール

管理業務を行う担当部署の決定

物資活動全般の統括者の決定

各種管理業務の役割分担

支援物資関連の情報を一元的に共有する方法

災害時に利用可能な外部との通信連絡手段

避難所の現況を把握して、共有する方法

物資の在庫量が適宜確認できる方法

受援計画の策定

[Q9]災害時に災害対策本部で行われる予定の支援物資関連の業務※1の準備事項について、該当する

選択肢を選んでください。

（※１ 支援物資関連の業務には、要請受付、物資調整、物資調達、車両手配などが含まれます。）

（※２ 「準備済み」とは、必要な態勢のうえで、災害時に確実に履行できる状態を意味します。以降の

設問も同様です）

(n=487)
準備済み※２である 一度準備したが、不十分 準備中
予定はあるが、未着手 検討したが、準備できないと判断 検討したが、必要性がないと判断
検討していない



 

 

 

はい

55.3%

一度決定したが、ただい

ま見直し中

7.6%

検討中

23.3%

予定はあるが、まだ検

討していない

11.5%

検討する予定はない

2.3%

[Q10]災害時において支援物資の荷捌きと集積ができる拠点（以下、物資拠点）※の場所は決定してい

ますか。

（※ 備蓄に限定された倉庫は物資拠点ではありません。）

(n=486)

[Q11]決定した物資拠点の数はいくつですか。

※わからない場合はおおよその数でお答えください。

(n=487)
拠点数の平均 2.98

43.3 

45.0 

6.2 

0.7 

0.3 

8.1 

7.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

経由しない（直接避難所に届ける）

1か所（物資拠点を1回経由）

2か所（物資拠点を2回経由）

3か所（物資拠点を3回経由）

4か所以上（物資拠点を4回以上経由）

検討していない

分からない

[Q12]調達や備蓄による支援物資が避難所等に届くまでに経由する物資拠点の数はいくつを予定して

いますか。複数の想定ケースがある場合は、複数ご選択ください。

ただし、物資供給先と避難所は経由の数にいれないでください。（複数回答）

(n=307)



 

16.0 

18.2 

30.3 

16.3 

17.6 

53.4 

3.3 

1.3 

0.7 

9.1 

0.7 

3.3 

1.3 

3.3 

4.6 

1.3 

0.0 

0.3 

0.0 

0.7 

0.0 

0.3 

1.0 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本庁舎

本庁舎以外の行政庁舎（支所、行政センター、福祉センター等）

公設文化施設（公民館、市民ホール、文化センター等）

防災関連施設（防災倉庫、防災センター、備蓄倉庫等）

学校・教育機関施設

体育関連施設（スポーツセンター、体育館、運動場、陸上競技場、プール等）

公営競技施設（競馬場、競輪場、競艇場、オートレース場）

産業振興拠点（テクノプラザ等）

保健所

公園（園内施設も含む）

工場施設

民間倉庫

輸送ターミナル（トラックターミナル、港湾施設、空港施設等）

商業施設（ショッピングセンター、道の駅等）

卸売市場

選果場

農場・牧場

遊園地・娯楽施設

宿泊施設

医療施設

宗教施設（神社、寺院等）

民間文化施設（コンサートホール、劇場など）

空地

その他

[Q13]決定した物資拠点は平時においてはどのような施設・場所ですか。

複数ある場合は主な物資拠点をすべてお答えください。）

(n=307)



 

77.9 

62.2 

68.7 

67.1 

60.9 

73.9 

67.8 

39.7 

50.2 

35.2 

28.7 

54.1 

59.0 

40.7 

36.2 

20.5 

30.3 

26.4 

29.3 

34.2 

24.4 

20.8 

33.2 

34.5 

33.2 

26.4 

34.2 

35.2 

35.5 

34.5 

1.6 

7.5 

4.9 

3.6 

4.9 

1.6 

11.4 

27.0 

15.3 

31.6 

45.0 

11.7 

5.9 

23.8 

29.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

発災後数日以内に物資拠点として利用可能な状態にできる

災害時に緊急輸送道路へのアクセスが優先的に確保される場所にある

建物構造物に十分な耐火性と耐震性がある

火災、水害、液状化などの二次災害のリスクが少ない場所である

想定される物資量の保管と荷捌きができる面積を有している

支援物資を雨風から守る施設ないしは設備がある

吊り天井の強度を確認もしくは落下防止策を実施済みである

（吊り天井がない場合は「備わっている」を選択）

非常時に利用可能な動力源が確保できる

投光機等の設備で夜間作業を可能にできる

フォークリフトの使用や物資の荷重に耐えられる床強度がある

フォークリフトやパレット等の物流資機材が手配できる

大型トラックによる入構、回頭、物資の積卸しが可能である

入出荷待ちの車両が待機できるスペースが、施設内ないしは近隣にある

非常時に利用可能な外部との通信連絡手段が手配できる

在庫管理や事務作業に必要なコンピュータ機器が手配できる

[Q14]決定した物資拠点には以下の条件が備わっていますか。

（注：複数の物資拠点が選定されている場合、総合的に判断してください。）

（注：平時に満たさなくても、発災後すみやかに備わることが確実の場合は「備わっている」とみなしてく

ださい。）

(n=307) 備わっている 一部、備わっている 備わっていない
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16.0 

33.2 

8.1 

10.7 

7.2 

7.8 

9.4 

3.6 
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0.7 
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0.7 

1.0 

0.0 

1.3 

0.0 
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0.0 

0.3 

0.3 

0.7 

0.0 

0.0 
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0.0 

21.5 

30.9 

29.0 

29.3 

43.3 

33.6 

33.2 

28.7 

19.5 

37.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

物資拠点を立ち上げる作業手順

保管場所、荷役場所、通路などの物資拠点内のレイアウト案

物資の入出荷、保管、在庫管理等の作業手順

物資拠点の運営（作業指示や情報整理）に必要な帳票類の様式

物資拠点とは別に、不要物資を一時保管できる場所の決定

事前選定した拠点が使用できない場合の代替拠点の候補案

災害状況に応じて関係者が物流拠点に参集するルール

作業者（マンパワー）の確保方法

拠点運営の統括者の決定

入荷する物資の情報が入荷前に物資拠点に伝わる仕組み

[Q15]災害時における物資拠点内の運営業務に関する準備事項について、該当する選択肢を選んでく

ださい。

（注：複数の物資拠点が選定されている場合、総合的に判断してください。）

準備済みである 一度準備したが、不十分 準備中 予定はあるが、未着手

検討したが、準備できないと判断 検討したが、必要性がないと判断 検討していない

(n=307)



 

23.0 

20.1 

21.6 

26.1 

19.1 

42.5 
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14.0 
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18.9 

16.8 
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0.2 

26.5 

30.2 

27.5 

26.3 

31.2 

12.7 

27.5 

34.5 

38.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

想定物資量を輸送できる車両数の確保・借上の方法

想定物資量を輸送できる運転手数の確保方法

必要な台数の給水車の確保・借上の方法

十分なトラック燃料の確保方法

緊急通行車両の事前届出

輸送手配を行う担当部署・担当者の決定

輸送手配に関する業務手順

輸送手配に必要な帳票類の様式

運転手との通信手段の確保方法

[Q16]災害時の支援物資の輸配送に関する以下の準備事項について、該当する選択肢を選んでくださ

い。

（注：協力組織が代わりに準備した場合においても、「準備済み」として答えてください。）

準備済みである 一度準備したが、不十分 準備中
予定はあるが、未着手 検討したが、準備できないと判断 検討したが、必要性がないと判断
検討していない

(n=487)
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11.3 
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32.0 
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0.0 

0.2 

0.2 

0.2 

0.2 

0.2 
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21.8 
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35.3 

16.6 

26.3 

23.0 

19.7 

21.4 

23.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

物資調達（不足物資を手配する業務）を行う担当部署・担当者の決定

物資調達に関する業務手順

物資の外部調達に必要な帳票類の様式

市民からの義捐物資の受入れに関するルール

物資調整（在庫情報を照合し、出荷物資を決める業務）を行う担当部署・担

当者の決定

物資調整に関する業務手順

備蓄品や飲料水の提供の業務手順

備蓄品配布の担当者の決定

調達先の緊急連絡先リスト

想定物資量を入手可能な物資調達先の確保

[Q17]災害時の支援物資の調達※、調整、備蓄に関する以下の準備事項について、該当する選択肢を

選んでください。

（注：協力組織が代わりに準備した場合においても、「準備済み」として答えてください。）

（※ ここでいう「調達」は災害時におけるものであり、備蓄品の調達のような平時での調達は含まれませ

ん。）

準備済みである 一度準備したが、不十分 準備中
予定はあるが、未着手 検討したが、準備できないと判断 検討したが、必要性がないと判断
検討していない

(n=487)

目標が

ない

13.6%

目標がある

86.4%

[Q18]貴自治体が目標とする、準備すべき公的備蓄の量は何日分ですか。

目標がない場合は「目標がない」をお選びください。

※わからない場合はおおよその数でお答えください。

(n=487)

備蓄目標の平均日数

2.81日



 

 

32.9 

33.9 

28.5 

19.9 

15.8 

12.3 

18.9 

14.4 

15.8 

15.0 

6.2 

5.7 

55.0 

59.8 

68.4 

62.8 

56.3 

55.1 

43.9 

43.7 

46.4 

44.1 

29.2 

29.2 

1.4 

1.0 

1.4 

2.3 

2.3 

2.1 

2.7 

2.3 

2.1 

2.7 

1.8 

3.7 

5.5 

3.3 

1.6 

8.2 

9.9 

14.2 

19.9 

22.8 

19.9 

20.3 

18.9 

26.7 

5.1 

2.1 

0.0 

6.8 

15.8 

16.3 

14.6 

16.8 

15.8 

17.9 

43.9 

34.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

飲料水

食料

毛布等の防寒用具

災害用トイレ

ロウソクや懐中電灯

生活用品

乳幼児向けの備蓄（粉ミルク、哺乳瓶、紙おむつ等）

女性向けの備蓄（女性用衛生用品等）

高齢者向けの備蓄（紙おむつ等）

食物アレルギー対応の備蓄（アレルギー対応食等）

帰宅困難者向けの備蓄

職員向けの内部備蓄

[Q19]現在において、貴自治体における災害用の公的備蓄※の量は、

前問の目標に対してどの程度充足されていますか。

適切な選択肢を選んでください。

備蓄量の目標がない場合は、関係部署内の共通認識を推量してお答えください。

（※ 当質問の公的備蓄には、流通備蓄は含まれませんのでご注意ください。）

充足している 備蓄はあるが、充足してない 手配中 予定はあるが、手配はしていない 備蓄の予定はない

(n=487)

25.1 

24.6 

23.2 

3.3 

19.1 

18.5 

19.5 

4.5 

13.8 

14.2 

13.3 

2.9 

42.1 

42.7 

43.9 

29.8 

0.0 

0.0 

0.0 

59.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

飲料水

食料

生活用品

その他

[Q20]現在において、災害向けの流通備蓄※を実施していますか。

（※「 流通備蓄」とは、民間企業が管理する流通段階の商品を備蓄品とみなす方法です。

実施済みで、備蓄不足を解消 実施済みだが、備蓄不足は解消せず 未実施だが、実施の予定あり 未実施で、実施の予定なし 無回答

(n=487)



 

 

12.6 

14.3 

10.1 

18.4 

74.0 

76.7 

79.3 

76.3 

12.1 

8.1 

10.1 

5.3 

1.4 

1.0 

0.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

飲料水（n=215)

食料(n=210)

生活用品(n=208)

その他(n=38)

[Q21]また、実施している場合、その備蓄品は購入済みでしょうか。

購入済み 未購入だが、発災後に供給分支払いの予定 未購入であり、今後も支払い予定なし その他

備蓄倉庫がない

10.7%

備蓄倉庫がある

89.3%

[Q22]貴自治体の備蓄倉庫の数はいくつですか。

存在しない場合は「備蓄倉庫がない」をお選びください。

（注：備蓄倉庫が自治体所有であるか，賃貸であるかは問いません。）

※わからない場合はおおよその数でお答えください。

(n=487)

備蓄倉庫数の平均
14.80



 

 

34.0 

45.4 

42.1 

40.7 

32.2 

28.0 

33.6 

7.4 

21.8 

22.7 

42.8 

56.7 

45.4 

52.8 

47.2 

52.1 

40.3 

46.3 

23.1 

55.6 

39.6 

44.0 

9.3 

9.3 

5.1 

12.0 

15.7 

31.7 

20.1 

69.4 

22.7 

37.7 

13.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

災害時に緊急輸送道路へのアクセスが優先的に確保される場所にある

建物構造物に十分な耐火性と耐震性がある

火災、水害、液状化などの二次災害のリスクが少ない場所である

備蓄品での混雑はなく、最奥にある物資も搬出できる適度な通路スペース

が存在する

備蓄品を迅速に出庫するために必要な荷捌きスペースがある

非常時に利用可能な動力源が確保できる

夜間作業を可能にする設備がある

フォークリフトやコンベア等の物流資機材が手配できる

大型トラックの入構と物資積載が可能である

非常時に利用可能な外部との通信連絡手段が手配できる

発災後、すみやかに作業者が参集できる

[Q23]備蓄倉庫には以下の条件が備わっていますか。

（注：複数の備蓄倉庫がある場合、総合的に判断してください。）

（注：平時に満たさなくても、発災後すみやかに備わることが確実の場合は、「備わっている」とみなして

ください。）

備わっている 一部、備わっている 備わっていない(n=432)

指定している避難

所がない

2.7%

指定している避難所が

ある

97.3%

[Q24]現在、貴自治体が指定している避難所の数はいくつですか。

存在しない場合は「指定している避難所がない」をお選びください。

※わからない場合はおおよその数でお答えください。

(n=487)

避難所数の平均
48.6



 

 

26.0 

15.0 

14.0 

15.9 

22.0 

20.1 

14.6 

30.4 

42.1 

10.4 

27.9 

10.4 

14.8 

12.3 

12.9 

9.7 

15.9 

18.4 

11.0 

11.6 

13.7 

4.7 

10.4 

6.6 

19.5 

21.4 

22.0 

19.5 

18.4 

15.0 

19.2 

17.1 

15.2 

18.8 

18.2 

18.0 

24.5 

29.0 

29.8 

26.2 

23.3 

22.8 

26.6 

20.7 

17.8 

25.8 

22.8 

27.1 

0.6 

0.6 

0.4 

0.8 

2.1 

1.1 

1.3 

0.4 

0.8 

1.3 

0.8 

1.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.2 

0.4 

0.4 

0.2 

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

14.6 

21.8 

20.9 

27.7 

18.0 

22.2 

27.1 

19.5 

10.4 

39.1 

19.9 

36.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

避難者からの物資ニーズをまとめ、本部に伝達する手順

保管や在庫管理等の物資関連作業のルール

物資を避難者に円滑に配布するルール

避難者のニーズを把握する調査票の様式

物資保管スペース

炊き出しに必要な設備機器と燃料の確保手段

荷捌きを行うマンパワーの確保手段

物資管理の責任者の決定

非常時でも利用可能な本部との連絡通信手段

入荷情報が事前に避難所に伝わる仕組み

避難所における物資管理の責任者の決定

避難所外（在宅避難や車内避難など）の被災者に対する物資の配布方法

[Q25]貴自治体での災害時の指定避難所の運営に関する以下の準備事項について、該当する選択肢

を選んでください。

（注：複数の避難所で状況が異なる場合、平均的な実状に基づいてお答えください。）

準備済みである 一度準備したが、不十分 準備中 予定はあるが、未着手

検討したが、準備できないと判断 検討したが、必要性がないと判断 検討していない

(n=473)

すでに構築済み

7.4% 現在、構築中

2.5%

構築を

検討中

14.8%

予定はあるが、まだ

検討していない

17.3%

構築の予定はな

い

58.0%

[Q26]貴自治体では、災害時における支援物資関連の情報システムが構築されていますか。

当てはまる選択肢を1つだけ選んでください。

(n=473)



 

 

8.3 

11.6 

11.6 

19.8 

17.4 

16.5 

23.1 

1.7 

5.0 

6.6 

6.6 

3.3 

8.3 

5.8 

7.4 

0.8 

28.1 

29.8 

29.8 

29.8 

26.4 

28.1 

28.1 

4.1 

27.3 

28.9 

28.9 

31.4 

30.6 

32.2 

28.9 

6.6 

1.7 

1.7 

1.7 

0.8 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

29.8 

21.5 

21.5 

14.9 

16.5 

17.4 

12.4 

9.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

77.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

車両手配

物資調整

物資調達

集積所の在庫情報の管理・共有

物資要請のとりまとめ・受付

集積拠点等の入荷情報の共有

避難所関連の情報の共有

その他

[Q27]災害時における支援物資関連の情報システムが有する以下の機能について、該当する選択肢を

選んでください。

その他の機能がある場合は、具体的な内容を記述してください。

【 その他以外必須 】

準備済みである 一度準備したが、不十分 準備中 予定はあるが、未着手

検討したが、準備できないと判断 検討したが、必要性がないと判断 検討していない 無回答

(n=121)

20.5 

27.1 

32.9 

41.5 

38.8 

6.2 

0.2 

0.6 

8.2 

13.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

物流の業界団体

物流業者

メーカー

流通業者

他の自治体

ＮＰＯ団体 ボランティア団体

自治会

自衛隊

その他の団体など

協定がない

[Q28-1]物資提供や流通備蓄に関する事前協定の提携先について、該当する選択肢を選んでくださ

い。現在のところ協定がない場合だけでなく、検討中や協議中の場合も「協定がない」を選択してくださ

い。複数の提携先がある場合は、複数選択してください。

(n=487)



 

 

1.6 

1.6 

0.0 

0.2 

2.5 

0.2 

0.0 

0.4 

0.2 

94.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

物流の業界団体

物流業者

メーカー

流通業者

他の自治体

ＮＰＯ団体 ボランティア団体

自治会

自衛隊

その他の団体など

協定がない

[Q28-2]本部に物流専門家の派遣を約束する事前協定の提携先について、該当する選択肢を選んでく

ださい。現在のところ協定がない場合だけでなく、検討中や協議中の場合も「協定がない」を選択してく

ださい。複数の提携先がある場合は、複数選択してください。

(n=487)

2.7 

3.7 

0.2 

1.2 

1.2 

0.2 

0.0 

0.2 

0.0 

92.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

物流の業界団体

物流業者

メーカー

流通業者

他の自治体

ＮＰＯ団体 ボランティア団体

自治会

自衛隊

その他の団体など

協定がない

[Q28-3]物資拠点に物流専門家の派遣を約束する事前協定の提携先について、該当する選択肢を選

んでください。現在のところ協定がない場合だけでなく、検討中や協議中の場合も「協定がない」を選択

してください。複数の提携先がある場合は、複数選択してください。

(n=487)



 

 

2.9 

5.5 

1.6 

3.3 

3.1 

0.4 

0.6 

0.4 

3.3 

83.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

物流の業界団体

物流業者

メーカー

流通業者

他の自治体

ＮＰＯ団体 ボランティア団体

自治会

自衛隊

その他の団体など

協定がない

[Q28-4]物資拠点の借用に関する事前協定の提携先について、該当する選択肢を選んでください。

現在のところ協定がない場合だけでなく、検討中や協議中の場合も「協定がない」を選択してください。

複数の提携先がある場合は、複数選択してください。

(n=487)

4.1 

5.7 

0.4 

1.2 

7.0 

0.8 

0.6 

1.0 

1.2 

81.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

物流の業界団体

物流業者

メーカー

流通業者

他の自治体

ＮＰＯ団体 ボランティア団体

自治会

自衛隊

その他の団体など

協定がない

[Q28-5][物資拠点に作業者の派遣を約束する事前協定の提携先について、該当する選択肢を選んでく

ださい。現在のところ協定がない場合だけでなく、検討中や協議中の場合も「協定がない」を選択してく

ださい。複数の提携先がある場合は、複数選択してください。

(n=487)



 

 

22.4 

17.3 

2.1 

11.5 

4.3 

0.6 

0.6 

0.6 

3.1 

49.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

物流の業界団体

物流業者

メーカー

流通業者

他の自治体

ＮＰＯ団体 ボランティア団体

自治会

自衛隊

その他の団体など

協定がない

[Q28-6]輸送手段の手配を約束する事前協定の提携先について、該当する選択肢を選んでください。

現在のところ協定がない場合だけでなく、検討中や協議中の場合も「協定がない」を選択してください。

複数の提携先がある場合は、複数選択してください。

(n=487)

6.0 

8.8 

2.3 

5.3 

3.9 

0.6 

0.4 

1.0 

2.5 

75.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

物流の業界団体

物流業者

メーカー

流通業者

他の自治体

ＮＰＯ団体 ボランティア団体

自治会

自衛隊

その他の団体など

協定がない

[Q28-7]物資拠点の物流資機材の手配を約束する事前協定の提携先について、該当する選択肢を選

んでください。現在のところ協定がない場合だけでなく、検討中や協議中の場合も「協定がない」を選択

してください。複数の提携先がある場合は、複数選択してください。

(n=487)



 

 

0.4 

0.2 

1.0 

0.4 

11.7 

4.1 

3.5 

0.0 

6.4 

77.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

物流の業界団体

物流業者

メーカー

流通業者

他の自治体

ＮＰＯ団体 ボランティア団体

自治会

自衛隊

その他の団体など

協定がない

[Q28-8]災害時の避難所運営に関わる協力協定の提携先について、該当する選択肢を選んでくださ

い。現在のところ協定がない場合だけでなく、検討中や協議中の場合も「協定がない」を選択してくださ

い。複数の提携先がある場合は、複数選択してください。（それぞれすべて）

(n=487)

39.8 

15.2 

5.7 

5.7 

12.9 

27.7 

11.5 

19.5 

7.0 

3.7 

3.7 

6.2 

10.1 

6.6 

2.1 

1.8 

2.3 

1.8 

3.3 

2.1 

1.4 

8.0 

12.3 

11.5 

10.9 

10.1 

8.6 

10.7 

12.3 

26.7 

32.4 

32.4 

27.5 

21.6 

30.2 

4.3 

11.3 

11.3 

11.7 

9.9 

8.6 

11.5 

14.0 

25.7 

33.1 

33.7 

30.2 

21.4 

28.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

災害対策本部の立ち上げ

本部における管理業務全般（物資の要請受付、調達、調整、車両手配な

ど）

物資拠点の立ち上げ

物資拠点の運営業務（入出荷や保管など）

車両による支援物資の輸配送

備蓄品や飲料水の配布・提供

避難所における支援物資関連活動（配布、荷捌き、要請のとりまとめ等）

[Q29]貴自治体で支援物資活動に関する以下の平時訓練が実施されていますか。

定期的に訓練している 不定期に訓練している 過去に実施したが、今後の予定はない

今後、実施の予定 検討中 予定はあるが、まだ検討していない

実施の予定はない

(n=487)



 

ご回答の自治体（市町村名の公表を許可いただいた 221 自治体のみ） 

北海道：夕張市、芦別市、士別市、歌志内市、富良野市、新篠津村、知内町、鹿部町、森町、八

雲町、江差町、上ノ国町、蘭越町、京極町、愛別町、音威子府村、中川町、羽幌町、利尻町、利

尻富士町、斜里町、小清水町、湧別町、日高町、浦河町、様似町、大樹町、弟子屈町、別海町、

中標津町、青森県：青森市、八戸市、鰺ヶ沢町、六ヶ所村、岩手県：盛岡市、花巻市、北上市、

釜石市、岩手町、大槌町、一戸町、宮城県：白石市、多賀城市、登米市、七ヶ宿町、色麻町、秋

田県：能代市、山形県：東根市、南陽市、最上町、福島県：郡山市、いわき市、喜多方市、猪苗

代町、金山町、棚倉町、浅川町、古殿町、茨城県：水戸市、ひたちなか市、那珂市、稲敷市、桜

川市、つくばみらい市、阿見町、利根町、栃木県：鹿沼市、日光市、下野市、上三川町、茂木町、

芳賀町、塩谷町、群馬県：板倉町、埼玉県：草加市、越谷市、蕨市、久喜市、鳩山町、宮代町、

松伏町、千葉県：千葉市、船橋市、木更津市、茂原市、鴨川市、富津市、香取市、多古町、東庄

町、横芝光町、一宮町、東京都：北区、葛飾区、江戸川区、小金井市、狛江市、稲城市、新島村、

小笠原村、神奈川県：相模原市、新潟県：柏崎市、魚沼市、南魚沼市、粟島浦村、石川県：能美

市、志賀町、能登町、福井県：敦賀市、鯖江市、あわら市、越前町、山梨県：南アルプス市、道

志村、富士河口湖町、長野県：岡谷市、塩尻市、高森町、阿智村、信濃町、岐阜県：大垣市、美

濃加茂市、御嵩町、静岡県：伊豆市、南伊豆町、西伊豆町、愛知県：西尾市、蒲郡市、豊山町、

大治町、豊根村、三重県：東員町、朝日町、明和町、滋賀県：大津市、草津市、京都府：綾部市、

大阪府：富田林市、箕面市、柏原市、大阪狭山市、熊取町、兵庫県：姫路市、明石市、宍粟市、

播磨町、奈良県：広陵町、天川村、東吉野村、和歌山県：有田市、由良町、すさみ町、鳥取県：

鳥取市、米子市、智頭町、湯梨浜町、北栄町、島根県：松江市、隠岐の島町、岡山県：赤磐市、

真庭市、吉備中央町、広島県：東広島市、海田町、大崎上島町、山口県：長門市、山陽小野田市、

和木町、田布施町、徳島県：那賀町、香川県：高松市、愛媛県：伊予市、上島町、松前町、砥部

町、内子町、鬼北町、愛南町、高知県：香南市、大豊町、大月町、福岡県：北九州市、福岡市、

福岡市、大川市、宗像市、福津市、うきは市、宇美町、岡垣町、筑前町、佐賀県：白石町、長崎

県：対馬市、壱岐市、新上五島町、熊本県：八代市、荒尾市、山鹿市、合志市、和水町、嘉島町、

益城町、芦北町、錦町、大分県：別府市、姫島村、宮崎県：小林市、日向市、川南町、鹿児島県：

鹿児島市、枕崎市、肝付町、中種子町、屋久島町、喜界町、知名町、沖縄県：うるま市、本部町、

中城村、西原町、久米島町（行政コード順） 

以上 
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災害対策本部の立ち上げ(n=300)

本部における管理業務全般（物資の要請受付、調達、調整、車両手配など）

(n=118)

物資拠点の立ち上げ(n=58)

物資拠点の運営業務（入出荷や保管など）(n=56)

車両による支援物資の輸配送(n=110)

備蓄品や飲料水の配布・提供(n=194)

避難所における支援物資関連活動（配布、荷捌き、要請のとりまとめ等）

(n=95)

[Q30]前問で回答した平時の訓練は、どのような訓練方法によるものですか。

該当する選択肢を選んでください。

実働訓練 図上（机上）訓練 実働訓練と図上（机上）訓練の両方


